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　　　　　　　　　　　　山　　本　　一　　溝

　　　　　　　　　　　（5）星圖と力夕ログ

　星を友とし，・天文の趣味を味はんとする人は，誰でも先づ一品な望遠鏡と

星圓とを慾しがります．吾々が晴れた室を仰いで，眼に見えるがまNの海

星の配列を，一々指呼しつS，畳えて行くがためには，書物よりも，友人よ

りも，むしろ一葉の好い星圖こそ望ましいものでず・

　しかし，星岡といふものは，個々の星を，其の配列の形により，又，維緯

度によって，紙一ヒに讃V・たものですけれど，湿れは要するに，人が机上で用

ゐ，叉，屋外で便利よく用みる程度のものでありますから，そうした圓によ

って知り得る星一一一つ一つの位置の精確さとv・ふものは甚だ不充分なもので

す．普通，世間で用ゐられてるる星圃やアトラスならば，星の経緯度を10

や者。まで位に知り得るに過ぎません。特に，專凹家が或る特殊な目的のた

めに用みるやうな，天の局部々々の精密な星崎でさへ，星の経緯度を角度の1！

まで示すことは出來ません．それで，素人から見れば甚だ迂遠なやうですけ

れど，星一つ一つの精密な位置ぽ敷字を羅列した目録（カタログ）によって

表はすことに，黄しから定められてあります．

　星（殊に，恒星）のカタログは，ギリシャの昔しから種々のものがありま

すが，古代に出來た主なものは下の通りです．（次頁の表を見られよ）

　次に掲げたカタログは皆古代のもので，星の位置の観測にも，殆んど望遠鏡を

用みす，只，肉眼と，多少の器械とをVJつて観測したものでしたから・今日か

ら見ると，何れも甚だ幼稚なもので，只，L歴史的つの償値があるだけと言って
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番號　作 者　　　元期年代 摘 要

lf

21｛

3
4
5
6
7
8
9
0
／

　
　
　
　
　
　
　
1
1

エウドクソス
；臨テ1レ：｝

ヒノぐノレコス

トレミ書

アル。ス1ブイ

ウル｝。ベイ

ヘセ侯

テイヒヨ・ブラ1へ

ヘベリウス

フラムスチ1ド
ブラド’レイ

前360年頃

前283年頃

前127年頃

工38年頃

964年

1434年

1594年

1601年

1661年

1δgo年

1755年

圭要星25個の赤緯を記載す

黄道星18個を観測記噂す

1080星の黄経黄緯を記面す

1025星　〔一部はヒパルコスより轄載）

トレミ1のアルマゲス5を修補す
1018星　（サマルカンドにて襯測）

iOB4星　i薪襯測

1005E9　（ケプラ1のルドルフ表にあり）

1553星　（始めて赤経赤緯を用ふ）

33ユ0星　（グリニチ天文毫にで）

3222星　　（同　　　　　　　　　　　　上）

宣しい．一一■1，薮に注意すべきことは，昔の天文家が，殆んど皆，星の位置

を初めは黄経黄緯で言ひ表はしたことです・之れは今日から見ると全く了解

に苦しむ鮎ですけれど，實は，大昔しから，天文學の主要な目的は，遊星の黄

道運動の眞相を究めるのにあったため，恒星の位置は要するに遊星の位置攣

動の研究の方便として要求せられ，観測の技術や器械なども亦黄経黄緯を直

接に定めることが出歯るやうに作られてあったからなのです・但し第十七世

紀の頃になって，槻測器械が非常に獲達して大きくなり。從前のやうに面面

なものでは無くなったため，赤経赤緯の方法が漸ぐ用ゐられるに至ったもの

であります．尚ほ叉，前後幾千年目もわたって，罐威的な恒星カタログに記

載せられてみる星の数が多くは一千個内外であることは，いかにも少数で，

素人には了解し得られないこととも思はれます．しかし，守れは，槻測の方

法が肉眼的であったがため，精密な位置の決定は五等星を全部含むことさへ

困難であって，只，北牟球で見える一等星から四等星までの殆んど全部と，

五等星の或るものとに限られたのは止むを得ないと思はれます．勿論，人の

限には六等星までの星，総計五六千のものが見えてはみるのですけれど，辛

うじて眼に見えたり，叉は，見えても非常に淡い光の程度の星は，事實上，

其の位置を明るい星と同様に正確に定めるのは困難であります．却って，今

から二千年も以前の天文家たちが，既に一千内外の恒星の位置を決定したな

どは，むしろ驚嘆すべき璽術的精進と言はなければなりません．叉，更に薙

va　一言添へて置くべきことは，昔しからの天文學の目的から見て，學者たち

は見える星を一つでも多く特選しやうとするよりも，むしろ，少敷でも宜v・

から個々の星の位置を出土るだけ精密に決定しやうとした努力が彿はれたと
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いふ瓢であります．此の一事は今の天文學に見える一つの特徴であります．

只，最近に至って，始めて此の範疇に當てはまらなv・L統計天文零「と言っ

たやうなものが獲達して來ました．（後編参照）

　今日，天文學に最も頻繁に．用ゐられるカタログを下に墾げませう．
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15

P6

P7

P8

P9

20

21・

22

．Q3

24

25

26

27

1　28

29

30

1　31

ラ　ラ　ン　ド

ラ　ラ　ン　ド

エルツエン

エルツエン

ゾ　イ　セ

ゾ　イ　セ

．ワシンbン天開学

グ　　ノレ　　ド

ニウカム
アウゴルス

各天丈垂
アムブロン

年代（分黒胡町数

欝鰍灘D・
］877

1782

1　84　t・）

1882

18pi　or

IS84

1838

1843

1872

1878

／84－7

（1880）1　658

（1780）1　5058

（1850）1　8077

（170rr　5）1　3222

（18L，5）1　7385

（17dr　5）f　73160

（IB75）

（1810）1　49．4；），

（1661）1　ltt）64

（18drF5）1　・5421

（170ro）

1847　（1800）

1803，一14（1800）1

1910

ユ894

183）　，5

（1900）

（1890）

（169．　0）i

1854　（1790）

1854　（1790）

1851－59．（1842）

工845

186：’．｝

1879．

1899．

1903

1900一

9766

47390

7646

618S

64L4

3310

4673

3，39

9．64，．75

（180rO）1　IS276

（182－5）1．310S5

（1825）［　3144．i

〈IR99，？1　1607

（1920）

（1875）1　8198

（1｛JOO）1　1599

（lgoo）1　q．　L，or

（19CO）

（1900）

摘 要

】865年言卜書，　17天三虻≧蓬分澹

“　Catd16g．　o　General　Argentino　”

南天の星のみ
赤星のカタログ．エスピン氏改
｛6．（188s）

濁國天艦暦に
“　13ritish　Association　Ca，　talogue　”

ブラドレイの齪測を整理したも
のP’unda）nenta　Astrl，DOユniae

南天の星
“C・rd・ba　ZQne　Cata1⊂，gue’南天

の星のみ
‘‘ fest’hichte　dLes　1；・”ixsternhimmels”

‘1・Cats，1・9・e。f　Ci・c・mP・la・S亡ars”

画廊附近の星（；1ヒ緯δ1028垂！”，、L）

ベイリが禺版

“　Catalogus　Stel］a’um　”

‘L　U’ranemetrie　GC’nerale　”

Catalogue　c｝f　Snuthern　Stars　（’Jv－1

翁面會出版）南天のバイエル
Ilistoire　C合let　te　Frεしngaise　　よ　り

（大英協會患版）

赤樫毎時に編集

，c　Preliminary　Genctra］．　CatalogucY’

C‘　Radcliffe　C：’italogue　”

‘‘British　Catalogue，；　ベイリオご

修心したもの（1835年）

佛國アカデミ報告よリフエドレ
ンコ修補

　　　　上記の補訣

略　符

1　19，　07

．A．CL｝．

C．G．A．

E．．B．

B．

Jl，A．C．

Br．

b　ri　s，　．

C．Z．

G．F．H．

Gr．

H．

H五

1／i［Quz．

Lac．

Lal．

1）i．

P．G．　O．．．

Rad．

13，C．

1．alznde　F．

r．a］ande　F．oi

糊置気血謄理した1・e・一A・（・）．

　　　　　　　　　　　　　　向上　　赤緯一15・f－31・IO・．一A．（S）

　　　　　　　　　　　　　1
を整理しずこもの

同上　 赤緯÷15。ノ＋45c

i‘［“’ashington　Zodiacal　Catalogue”

“　Uranumetria　Argentina　”

“Fundamental　Catalogue”

“Neufundamental　1〈atalog”
［‘　Astrographic　Cat，Uogue　”　ktllr

界の18天交i蓑が脚半

ベセノレの灘II赤緯一・5・／＋ir）oi、v・一B・

7796　i肉眼星を全部含む

XX．　B．（2）

X7ST．Z．C

U．A．or　G’．

Newc．

N．F．1〈1．

A，C．

Ambronn　i

　　．pt
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　近代的な星の位置の研究やカタログの作製は第十九世紀初頭のべセルに始

まると言ってもよろしい．ベセルは，天文學の主要目的である宇宙研究のた

めに，個々の星の槻測の重要なることや，其の観測を整理してカタログを作製

するため，歳差，章動，アベラシオン等々乃至大氣屈折等の理論の根本的研究

をし，自ら，観測を働むと共に，ブラドレイ等の途卸した貴重な観測の南風

等をやりましたが，此等の業蹟に促されて，過去百年聞に立派なカタログが

多く出版されることになりました．

　カタログは其の作製の方法によって，下の三種類に脱獄されます・

A．基本目録　　之れは比較的少籔の星に限り，其の基本位置を，直接或は間接に，

　　　太陽と比較しながら槻測決定したものです，
B。帯櫃目録　　之れは覧る基本目録中の星の位置と比較しながら，天の一局部1’Cあ

　　　る比較的多数の星の位置を観測次過したものです・
C．纏目録　　之れは必ずしも直接に星を襯測ぜず，むしろ多くの襯国者の襯測結

　　　果を綜合研究して，最後に最も正確と思はれる星の位置を整理決定したもので

　　　す．

　此等のカタログは恒星の位置（赤経と赤緯）とを精密に記載するのが目的

でありまして，先づ各々其の中に含まれる星全部に共通する春分瓢の元期を

定め，赤螺と赤緯，其等の碧海による可動，固有運動等を記し，多くは，星を

赤経の順に羅列してあります．

　倫ほ，第十九世紀の中頃から，主として恒星の統計研究等の目的として調

査表（Durchmusterung）と呼ぶ種類のカタuグが，下の如く出版されました．

作 者 年 代陣蜘 摘 要

｛；生ζ；盗｝麟62（1855）「灘1｝

1　’@’C　．L　i @llg，Ogllg．？Eas7s“’ssoooo

（　ll？）”　70　pt　／　’．，V．　）　i189｛　6－1903（19，　OO）］　4s4s7s

B〔mner　Durchmusterung北極
より南緯23。まで
Cordoba　Durchmusterしlng二南緯

220一一520　530－61a
Cape　Photographic　Durchmus－

te・ung南極より南緯19。迄

半時

n
d
B
CC．P．D．

　この調査表は或る一定以上の光度を有する星を悉く網羅してみる難iが特徴

で，各星につき赤経と赤緯と光度とを纂げて居ますが，しかし，撒値は大して

精密なものではありません・之れはカタログの大目的が前に述べたものと根

本的に違ふからなので，從って，調査表とv・ふものは，星の精密な位置の研

究材料としては甚だ不充分である其の代り，前にも述べた通り，漁る一定標

準以上の星を一つも漏れなく含んでみるのですから，其の鮎を利用すれば甚

だ貴重な文献であります．一般の統計研究は言ふまでもありませんし，亙れ

を材料として天の薫る一局部の精しい星圖を書V・たり，新星を捜索したりす

るためには敏くべからざるものです・（此の項未完）


